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新河岸駅前 整備〃
動 き 出 し た

長いFBq高階地域の人たちの念願だつた、東武東上線の新河岸駅の整備が昨年来、

動き出している。当初は区画整理の手法を用いて整備を予定してきた駅前広場と、

東□の開設ですが、区画整備と言う手法ではなかなか前に進まなかった。

そこ で、

用地買収と言

うことで決定

し、今年度予

算措置がされ

た。

残念ながら

東回の開設は

なりませんが、

東武鉄道から

は、橋上駅舎

と言うことで

整備をすすめ

ると言う方向

性が示された。

これを機に、

東□駅前広場予定地に『整備イメーブ図』の看板が立てられた。

西日、東□が自由に往来できる自由通路を通して地域の方たちにとつての利便性

が確保できる。西□に於いても改良がされてい<予定だ。

今後は、 27年度を目途に整備をすすめてい<。 何事も相手があることではある
が一日も早い橋上駅舎の供用開始が望まれる。

『綾の会通信』No75では川越市が進めている大規模事業の進捗状況を取り
上げた。



』:]越市新繭場建設基本構想ξ案)臨妻朧
「:リギ越市ではヽ 1市場に係る課題を整理し、新斎場の必要性を明らかにした上で、新市場舞建設するた

二めの基本的な事項を定める「川越市新斎場建設基本構想」の策定に取り組んできました。ここで、検
討した結果を基本構想案 (建設予定地を除<)として取りまとめましたのでお知らせします。
なお、建設予定地は、確定後に基本構想に追記し、都市計画決定手続きの中で意見をいただきます。

I'日 基本構想の主旨
<新斎場整備の必要性>  川越市斎場 (以下「現斎場」という。)は、建築から約34年が経過し、
老

"イ

じが進んでいます。また、現在の火葬炉数 (5基)では、今後増加する大葬需要に対応すること
が困難となります。したがって、速やかに斎場の整備を進める必要があります。
<整備の方法>  現斎場では、新斎場として必要な規模の建物を建設できないため、新たな用地
に新斎場を建設する必要があります。

=口
斎場整備に係る課題
現斎場の現状と課題、斎場整備で考慮すべき潮流を踏まえ、斎場整備に係る課題を整理しました。

Ⅲ.新斎場整備の基本方針
斎場整備に求められる様腱な課題を踏まえ、本市の新斎場整備の基本方針を定めました。

一ギ

増加する火葬件数に対応でき
ない火難 カ

儀式の個別化など市民ニーズ
に応えられない施設

市民に評価の高い式場設備と

「市民聖苑葬詢

避けられる施設から受け入れ
られる施設ヘ

斎場整備における民間活用

0人生の終えんを飾る厳かで品格のある施設づ<り

・安らかなlbでお別れでき、また故人への想いを馳せられるような施設づ<り

0環境性能に優れた設備を導入臥 環境にやさし<、 周辺環境と調和した施設づ<り



人口推計に基づき、1晋来の火葬件数を予測臥

それに対応できる火葬炉の必要数を検討しました。

史瓢キ数は年々増加臥 平成 42年～46年頃には、

年間約 5′755件になると予想されます。このよう

に、20年後には現在の 2倍以上の件数となります。

【火葬件数の推計】 ― 推計年間火葬件数
Ⅳ.火葬需要の予測と必要炉数 (件 )
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※平成 21年の年FB5火葬件数は、2′494件       鮮 )

V口 施設等の構想
1.施設整備方針を踏まえた施巌口Kリ   ー
新斎場の整備は、各施設整備方針を各部門の劃蔵へ反映臥 施設整備目標の実現を目指します。

方針 2 月1れの時を静かに感じられる場
● 火葬部Pヨ (炉前エリア)の整備へ反映
● 待含部門の整備へ反映

方針 3人 と環境にやさしい施設
● 火葬部門 (設備エリア)の整備へ反映
● 外構部門 (緩衝帯)の整備へ反映

2。 火葬部門及び待合部門の整備方針

整備方針に基づき「葬送行為の個別化」(告別室・収骨室等の個室化)を図り、他の葬家と接触
しないで儀式を行えるようプライバシーに配慮します。また、待含室は、庭園等眺望に配慮した整

備を行います。さらに、本長と建物の融含を図り、地域に受け入れられる施設を整備します。

燃 8Pヨ
0

炉前エリア

告別室
入炉前の最後の告別を行う空間L下記炉前ホールと別室で整備し 複
数の遺族が炉前で交錯しないための空間にな観

炉前ホール 火葬炉直前の見送りを行う空間

収骨室 火葬後の収骨を行う空間

有き〔〕音謳Fヨ 待含室・待含ホール 火葬中の時間を過ごす待含スペース等

外構部門 緩衝緑地・駐車場・付帯施設 木々と建物の融合を図り、周辺環境に調和するための空間

脚 規模

整備方針に基づき、施設の規模を試算しました。

Ⅵ.事業手法及びスケジユール
1.事業手法

新斎場整備に係る整備手法は、設計コンペやプロポーザルなどの民間能力を活用する方法で推進

します。また、運営方法は、指定管理者制度により、効率的かつ効果的な運営を目指します。

2。 スケジューメレ

供用開始の時期は、大葬件数の推計や現斎場の状況から、できるだけ早期に行う必要があります。

スケジューメロま、建設地の決定時期により大きく変イヒしますが、平成28年度から29年度の完成を

目指します。
出典  川越市市民部 新斎場建設準備室



平成24年度供用開始を目指して

臓なくわし公園温水利用型健康運動施設

2贈平面図

□

① 温浴施設 (2階)
自湯・ドライサウナ・水風呂・露天風呂・替
わり風呂。強カジェトバス・寝か 微泡風呂

※週代わりで男女の浴室を変える事によ
り、沢山のお風呂が楽しめます。

② プール (1階)
・25メートルプール※健康
識、異藝ぎ展≦夏
ルです。競泳用の

・幼児用プール
0健康増進プール
・増暖槽

③多目的ホール (1階)
スポーツやレクリ正一ションを楽しんだり、
体力づ<りができます。
地域の集会など多目的に利用できます。
災害時には、災害救助物資の集積場所とし
て利用します。
※施設内容
ノ牧ケットボ■ル Gか用 1面・ミニノシ用 2i⊃
バドミントン4i憩 卓球十面の不蠅 ができます。
500人程度の集会に対応できます。
収納式ステージゃ音響設備を整備します。

④ 会議室 (1階)
サークル活動や会合に利用で、ダンスやヨ
ガ等の軽運動にも利用できます。
※施設内容
利用に応じて部屋を3分割できます。

⑤防災備蓄庫 (1階)
災害時の防災拠点として機能できるよう、
必要な物資を備蓄します。

⑥ 休憩室 1(1階 )
利用者が飲食をしながら<つろぐ事ができま軌
※搬 熔
90畳の畳敷きです。飲食ができます。

⑦ 休憩室 2(2階 )
リラクゼーションを目的として利用できます。
※施設内容
マッサージチェアと置き畳を設置します。

③ トレーニングルーム (2階)
健康増進のための運動のきっかけづ<りの
場として利用できます。
※施設内容
各種フィットネスマシンを設置します。
血圧計・体重計を設置します。

⑨スタブオ (2階)
エアロビクスなどの軽運動ができます。
※施設内容
壁面に鏡と手すりを設置します。

③ 多目的ホール

1階平面図   メインエントランス

出典  なぐわし公園だより


